
　目的：本研究の目的は，�1 　各々下肢筋群のトルク値

と平地歩行速度あるいは階段昇降速度との関係を定量

化すること，�2 　麻痺側あるいは非麻痺側の各々筋群の

トルク値が反映された重回帰モデルで脳卒中患者の平

地歩行速度あるいは階段昇降速度を予測することがで

きるかどうか，であった．

　対象：脳卒中発症から平均 4.0±2.6 年経過した独

歩可能な 20 人の患者（平均年齢＝61.2±8.4 歳）．

　方法：筋トルク測定は Kin－Com を用い，60°／s（一

部 30°／s）の角速度に設定し，両側の股関節，膝関節

および足関節の各屈筋群と各伸筋群の求心性等速性筋

トルクを測定した．歩行能力の評価として，自助具を

使用しての“自由速度”と“できるだけ速い速度”で

の 8　m 歩行を各々 5 回試行し，その平均値（m／s）を測

定した．階段昇降能力の評価として，段差 18　cm で 4 

段の階段を通常の昇りの動作パターンで，“自由速度”

と“できるだけ速い速度”での 2 通りを 2 回以上実施

し，その平均値（stairs／s）を測定した．データ分析につ

いては，Pearson 相関と重回帰分析を用いた．

　結果：麻痺側の足関節底屈筋群，股関節屈筋群およ
び膝屈筋群の平均トルク値は，歩行速度および階段昇

降速度と中程度ないし高い相関（r＝0.5～0.8）を示し

た．非麻痺側の筋トルク値と平地歩行速度あるいは階

段昇降速度との相関は，麻痺側のそれと同じくらい高

く，2～3 の筋群においてはより高かった．

　重回帰分析によって，自由歩行速度と最大歩行速度

の予測値として選択された変数は麻痺側足関節底屈筋

群トルク値だけであり，自由な階段昇降速度の予測値

として選択される変数は，麻痺側足関節底屈筋群，非

麻痺側膝伸筋側および麻痺側股関節伸筋側であった

が，最大階段昇降速度のそれは，麻痺側足関節底屈筋

群と非麻痺側膝伸筋群だけであった．

　結論：脳卒中患者の評価や治療において，非麻痺側
の機能を調べることを疎かにしてはいけないことが改

めてわかった． 

　人間が適切な運動指令を形成していくときの感覚運

動の変化は，現在の感覚情報と以前習得した感覚情報

の両方に依存している．

　本研究では，人間が適切な運動指令を形成していく

過程で影響を及ぼす要因について，研究を行っている．

正常被験者に把握動作を行わせる実験を行い，その結

果と多くの先行研究の成果を踏まえ考察がなされてい

る．

　実験は，運動機能および視覚機能に問題のない被験

者 19 名に，特殊な装置の中で木製の板（対象物）を把

握させる動作を行わせた．その動作の過程で，まず視

覚対象を見せ，次に対象物（触覚対象）を把握させる．

その際，触覚対象が視覚対象より不意に大きくなった

り，小さくなるように対象物の大きさを予告無しで変

化させる．そしてその対象物へ手を伸ばす際の最大の

掌握口径の変化を調べた．またこの過程において，ど

れくらいの視覚および触覚情報の加重により感覚運動

の適応に変化がみられるのか分析した．

　結果として，この適応は意識的なプロセスに依存せ

ず，無意識下で迅速に行われていた．そして，事前の

視覚対象より触覚対象が大きくなったときは，触覚情

報に最も依存した動作がみられていた．したがって，

感覚の加重は，感覚運動の誤りを回避するために生じ

ていると思われ，また感覚運動の変化にかかわる特殊

な感覚情報が，作業を行うためには必要な条件として

規定されると考えている．

　この研究から，われわれの臨床場面において，一つ

の新しい動作を練習させる際，視覚情報だけでなく触

覚情報を有効に活用することの重要性が示唆されると

思われる．
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